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編集  富良野市企画振興課

   へそと

  スキーと

 ワインの

まち

こ う ほ う

全校児童で取り組んだ「ふるさと物
語」演技はもとより照明・音響も素晴
らしかった。いよいよ閉校。

“ありがとう樹海東小学校”
“さようなら樹海東小学校”

（撮影 天日 守さん）

パブリックコメント手続（市民の意見募集）

市民のみなさんの意見を募集します2
「市功労表彰」「文化功労賞」

受賞おめでとうございます６
１１月９日は「１１９番の日」７
ご存知ですか？こんな制度あります８
まちのできごと

ズームアップふらの（放映２５周年記念「北の国から」感謝祭ほか）１２
くらしの情報（冬期間の踏切事故防止のために）１４
みんなの児童館・花人街道・健康情報・消費生活　１８
文芸俳句短歌　わんぱくざかり　 編集後記２０
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市
で
は
、
情
報
共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条
例
に
も
と
づ
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
意
見
を
募
集
す
る
市
の
仕
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
全
文
は
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
山
部
・
東
山
支
所
、
担
当
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
（
市
民
の
意
見
募
集
）

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

公
表

・
平
成　

年　

月　

議
会
審
議

１８

１２

・
平
成　

年
４
月　

改
定

１９

意
見
募
集
期
間

　
　
　

月　

日
鰹水
 

〜　

月　

日
鰹月
 

１０

２５

１１

１３

原
案
の
公
表
場
所

●
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

１
階
）
●
山
部
・
東
山
支
所
窓
口

●
担
当
課
●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
使
用

料
の
見
直
し
（
素
案
）

使
用
料
の
見
直
し

虚
統
一
ル
ー
ル
に
も
と
づ
く
使
用

料
の
算
出

・
施
設
維
持
管
理
経
費
（
人
件
費

含
む
）
を
も
と
に
使
用
料
を
算
出
。

共
通
事
項

改
定
に
あ
た
っ
て

　

市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
公

平
な
利
用
者
負
担
の
あ
り
方
を
見

直
す
た
め
、平
成　

年
３
月
に「
富

１８

良
野
市
使
用
料
・
手
数
料
の
設
定

基
準
」
を
作
成
し
、
す
べ
て
の
使

用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
基
準
に
も
と
づ
き
、

施
設
利
用
に
関
す
る
使
用
料
の
見

直
し
及
び
使
用
料
の
見
直
し
に
伴

う
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
の
見
直

し
を
行
う
も
の
で
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成　

年　

月

１８

１２

　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

　

変
更　

午
前
９
時
→
午
後
５
時

使
用
料
の
見
直
し

虚
統
一
ル
ー
ル
に
も
と
づ
く
使
用

料
の
算
出

　

施
設
維
持
管
理
経
費
（
光
熱
水

費
含
む
）
を
も
と
に
算
出
。

許
使
用
料
の
減
免
（
無
料
）
基
準

の
見
直
し

・
市
が
行
政
目
的
で
使
用
す
る
場

合
は
無
料
。

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用

料
等
の
見
直
し
（
素
案
）

施
設
利
用
の
見
直
し

　

使
用
料
の
見
直
し
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
の
山
部
地
区
住
民
の
利
用

を
優
先
し
て
い
た
有
料
貸
館
施
設

許
使
用
料
の
減
免
（
無
料
）
基
準

の
見
直
し

・
市
が
行
政
目
的
で
使
用
す
る
場

合
は
無
料
。

距
使
用
料
の
減
額
（
半
額
）
基
準

の
見
直
し

・
勤
労
青
少
年
や
施
設
利
用
登
録

の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
や
教
育

団
体
な
ど
の
公
共
的
な
団
体
が
市

民
の
た
め
に
な
る
活
動
で
使
用
す

る
場
合
は
、
使
用
料
を
半
額
（
２

分
の
１
）。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用

料
等
の
見
直
し
（
素
案
）

施
設
利
用
の
見
直
し

開
館
時
間
の
延
長

　

現
行

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０
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を
、
全
市
民
を
対
象
と
す
る
有
料

貸
館
施
設
と
し
て
利
用
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。

開
館
時
間
の
延
長

　

現
行　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　

変
更　

午
前
９
時
〜
午
後　

時
１０

使
用
料
の
見
直
し

虚
統
一
ル
ー
ル
に
も
と
づ
く
使
用

料
の
算
出

・
施
設
維
持
管
理
経
費
（
人
件
費

含
む
）
を
も
と
に
使
用
料
を
算
出

・
実
費
加
算
と
し
て
、
暖
房
料
の

ほ
か
に
新
た
に
ガ
ス
代
（
料
理
実

習
室
の
場
合
）
を
加
え
る
。

許
使
用
料
の
減
免
（
無
料
）
基
準

の
見
直
し

・
市
が
行
政
目
的
で
使
用
す
る
場

合
は
無
料
。

距
使
用
料
の
減
額
（
半
額
）
基
準

の
見
直
し

・
町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

の
地
域
活
動
や
、
子
ど
も
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
組
織
の
教
育
活
動
な
ど
社
会

福
祉
団
体
や
教
育
団
体
な
ど
の
公

共
的
な
団
体
が
市
民
の
た
め
に
な

る
活
動
で
使
用
す
る
場
合
は
、
使

用
料
を
半
額
（
２
分
の
１
）。

山
部
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

使
用
料
等
の
見
直
し
（
素
案
）

施
設
利
用
の
見
直
し

　

山
部
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

は
、
農
村
地
区
の
活
性
化
・
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
的
に
公
民
館
的

な
役
割
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
な
ど
様
々
な
利
用
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
使
用
料
を

見
直
す
に
あ
た
り
、
施
設
の
利
用

の
あ
り
方
を
整
理
し
、
次
の
と
お

り
保
健
福
祉
事
業
を
優
先
さ
せ
た

施
設
と
そ
の
他
有
料
貸
館
施
設
と

し
て
一
般
市
民
の
利
用
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。

今
後
の
利
用

虚
特
殊
浴
場
施
設
〜
浴
室　

　

風
呂
の
な
い
公
営
住
宅
入
居
者

な
ど
へ
の
公
衆
浴
場
対
策
に
利
用
。

許
福
祉
事
業
支
援
施
設　

　
　
　
　
　

〜
ふ
れ
あ
い
広
場　

・
高
齢
者
団
体
な
ど
の
活
動
支
援

に
利
用
。

・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活
動

支
援
に
利
用
。

距
有
料
貸
館
施
設

　
　
　
　
　

〜
ふ
れ
あ
い
広
場

　

一
般
市
民
の
利
用
（
山
部
福
祉

セ
ン
タ
ー
同
様
の
利
用
）

施
設
の
名
称
の
変
更

　

現
行　
　

富
良
野
市
山
部
地
区

　
　
　
　
　

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　

変
更
案　

富
良
野
市
山
部
ふ
れ

　
　
　
　
　

あ
い
セ
ン
タ
ー

４
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。

・・・意見提出について・・・

◆意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方　許市内で働いている方
距市内で学んでいる方　鋸市内に事業所や事務
所がある法人やその他の団体
◆提出方法
虚封書・ファックス・電子メールなど書面（様
式自由）や録音テープでお寄せください。
許直接提出や意見箱（公表場所に設置）への投
函もできます。
距意見を提出するときは、氏名などを記入して
ください。氏名などは公表しませんが、記入が
ない意見には回答できない場合もあります。

・・・原案の公表場所・・・

●行政情報コーナー（市役所１階）
●山部・東山支所窓口　●担当課
●市ホームページ

・・・意見募集期間・・・

１０月２５日鰹水 →１１月１３日鰹月 

・・・意見の提出・問合せ・・・

●山部地区生活改善センター使用料等の見直し
●山部福祉センター使用料等の見直し

山部支所
〒０７９‐１５６１　山部市街地２条通北２丁目

　志42‐2121　思42‐3123
電子メールyamabe-k@city.furano.hokkaido.jp

●東山福祉センター使用料等の見直し

東山支所
〒０７６‐0202　東山あかしや

　志27‐2121　思27‐2268
電子メールhigasiyama-k@city.furano.hokkaido.jp

●老人福祉センター使用料等の見直し
●勤労青少年ホーム使用料の見直し

ふれあいセンター
〒０７６‐００５４　春日町１２番５号

　志22‐2001　思22‐0210
電子メール　fureai-kfur-rohjin@city.furano.hokkaido.jp

●開拓婦人ホーム条例廃止

農林課
〒０７６‐8555　弥生町１番１号

　志39‐2309　思23‐2122
電子メール　nousei-k@city.furano.hokkaido.jp

市民の意見をお寄せください
［意見募集期間］

１０月２５日鰹水 →１１月１３日鰹月 
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勤労青少年ホーム使用料　新旧比較対象表（一部）
（単位：円）

１８時→
２１時３０分

１３時→１７時
使用区分施設区分

改定後現行改定後現行

4,8007,1403,5005,250基本使用料
軽運動室

1,5002,1421,1001,575暖房料

1,1001,5758401,260基本使用料
講習室

320472260378暖房料

9801,4707701,155基本使用料
集会室

300441240346暖房料

8401,2607001,050基本使用料
研修室

260378210315暖房料

2,2003,2551,6002,310基本使用料
音楽室

650976470693暖房料

※上記のほかに、【９時→１２時】【全日】の時間区分もありま
すので、詳細については原案を参照ください。

※軽運動室の個人利用は、大人１００円／回、高校生７０円／回

※老人のサークルで軽運動室を使用する場合は、老人福祉セン
ター集会室の基本料金を適用する。

ル
ー
ル
に
基
づ
く
使
用
料
の
設
定
。

開
拓
婦
人
ホ
ー
ム
条
例
の

廃
止

廃
止
の
理
由

　

昭
和　

年
に
建
設
し
た
富
良
野

３８

市
開
拓
婦
人
ホ
ー
ム
（
以
下
婦
人

ホ
ー
ム
）
は
、
特
に
設
置
目
的
で

あ
る
た
ち
ば
な
地
区
の
開
拓
女
性

の
交
流
の
場
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
建
設
当

時
は
、
た
ち
ば
な
地
区
に
は
約　
６０

戸
の
農
業
者
が
住
み
女
性
活
動
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
住
民
の
交
流
の

場
、
憩
い
の
場
と
し
て
も
多
く
の

地
域
住
民
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
昭
和　

年
４
月
、
条
例
で
管

４５

理
者
と
定
め
る
た
ち
ば
な
地
区
が

市
と
管
理
契
約
を
結
び
、
現
在
ま

で
婦
人
ホ
ー
ム
の
管
理
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
契
約
の
内
容
は
、
婦

人
ホ
ー
ム
の
賃
借
料
を
無
償
、
維

持
管
理
費
を
た
ち
ば
な
地
区
が
負

担
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
実
質
的
に
は
た
ち
ば

な
地
区
に
限
定
し
た
会
館
と
し
て

維
持
管
理
の
す
べ
て
を
地
元
で
負

担
す
る
と
い
う
管
理
体
制
で
運
営

し
て
き
た
こ
と
と
、
当
初
の
目
的

で
あ
る
開
拓
女
性
に
限
っ
た
交
流

の
場
の
役
割
を
終
え
た
こ
と
か
ら
、

市
の
施
設
と
し
て
規
定
し
て
い
る

条
例
を
廃
止
し
、
こ
の
結
果
と
し

て
た
ち
ば
な
地
区
へ
無
償
譲
渡
し
、

今
後
と
も
自
主
的
、
自
律
的
な
運

営
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
地
域
と
合

意
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成　

年　

月

１８

１２

　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

　

公
表

・
平
成　

年　

月　

議
会
審
議

１８

１２

・
平
成　

年
３
月　

条
例
廃
止

１９

使
用
料
の
見
直
し

虚
特
殊
浴
場
施
設
の
使
用
料

　

北
海
道
で
定
め
る
公
衆
浴
場
入

浴
料
金
の
統
制
額
（
上
限
額
）
と

同
額
（
一
般
の
銭
湯
（
公
衆
浴
場
）

同
様
）

許
福
祉
事
業
支
援
施
設
の
使
用
料

・
高
齢
者
団
体
な
ど
の
使
用
料
は
、

低
額
料
金
（
光
熱
費
実
費
分
）
を

設
定
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
貸

館
同
様
の
利
用
）。

・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
使
用
料
は
、

無
料
と
す
る
（
児
童
館
の
貸
館
同

様
の
利
用
）。

距
有
料
貸
館
施
設
の
使
用
料

　

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用
料
等

の
改
正
（
素
案
）
と
同
様
に
統
一

ル
ー
ル
に
基
づ
く
使
用
料
の
設
定
。

東
山
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用

料
等
の
見
直
し
（
素
案
）

施
設
利
用
の
見
直
し

　

使
用
料
の
見
直
し
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
の
東
山
地
区
住
民
の
利
用

を
優
先
し
て
い
た
有
料
貸
館
施
設

を
、
全
市
民
を
対
象
と
す
る
有
料

貸
館
施
設
と
し
て
利
用
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。

使
用
料
の
見
直
し

　

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用
料
等

の
改
正
（
素
案
）
と
同
様
に
統
一

パブリックコメント手続
（市民の意見募集）
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老人福祉センター使用料（案）　　　　　（単位：円）

全　日１３時→１７時９時→１２時
施設区分

料　　　金

1,150720540集会室

370230170図書室

270170130栄養指導室

690430320教養娯楽室

350220160陶芸室

250160120木工室

360220170機能回復訓練室

東山福祉センター
生きがい室使用料　新旧比較対象表（一部）（ 単位：円）

１８時→２２時１３時→１７時
使用区分

改定後現行改定後現行

虚高齢者団体等の利用（低額料金）

330‐250‐基本使用料

許一般利用

630945560840基本使用料

230283230252暖房料

※上記のほかに、【９時→１２時】【全日】の時間区分もありま
すので、詳細については原案を参照ください。
※暖房料は、１１月１日→翌年４月３０日に使用する場合加算します。

山部福祉センター使用料　新旧比較対象表（一部）
（単位：円）

１８時→
２２時

１８時→
２１時

１３時→１７時
使用区分施設区分

改定後現行改定後現行

7,8005,2506,3004,200基本使用料
大ホール

1,8001,5751,8001,260暖房料

910840700735基本使用料

料理実習室 170252150221暖房料

550‐550‐ガス代

1,4001,1551,0001,050基本使用料
研修室

240347210315暖房料

9101,1557001,050基本使用料
和室

24034７210315暖房料

330‐260‐基本使用料談話室
（新規貸館） 40‐40‐暖房料

※上記のほかに、【９時→１２時】【全日】の時間区分もありま
すので、詳細については原案を参照ください。
※暖房料は、１１月１日→翌年４月３０日に使用する場合加算します。
※ガス代は、料理実習室のガスを使用する場合に加算します。

山部地区生活改善センター
ふれあい広場使用料　新旧比較対象表（一部）（単位：円）

１８時→２２時
月・水・
金曜日
（１３時→１６時）

火・木・土・
日曜日
（１３時→１７時）使用区分

改定後現行改定後現行

虚高齢者団体等の利用（低額料金）

210‐120160‐基本使用料

許一般利用

1,4001,1557801,0001,050基本使用料

240347150210315暖房料

※上記のほかに、【９時→１２時】【全日】の時間区分もありま
すので、詳細については原案を参照ください。

※特殊浴場を使用する日は、月・水・金曜日の１６時までの使用と
します。
※暖房料は、１１月１日→翌年４月３０日に使用する場合加算します。

山部地区生活改善センター
特殊浴場施設の使用料　新旧比較対象表　　
北海道で定める公衆浴場入浴料金の統制額（上限額）と
同額とします。     　　　　　　　　　　　　（単位：円）

改定後現　行使用区分

一般の銭
湯同様額
に随時改
定

380大人（１２歳以上）

140中人（６歳以上１２歳未満）

70小人（６歳未満）

※特殊浴場は、月・水・金曜日の１６時３０分→２０時３０分の使用

市民の意見をお寄せください
［意見募集期間］

１０月２５日鰹水 →１１月１３日鰹月 

老人福祉センター図書室
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富
良
野
市
功
労
表
彰

　

富
良
野
市
の
自
治
の
振
興
、
発

展
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

に
贈
ら
れ
ま
す
。

【
自
治
功
労
】

高
田　

忠
尚
さ
ん　
　

歳
６２

　
　

平
成
６
年
、
富
良
野
市
長
に

　

就
任
以
来
、
３
期　

年
に
わ
た

１２

　

り
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

　

り
」
を
基
本
理
念
に
、
住
民
福

　

祉
、
経
済
活
性
化
、
教
育
・
文

　

化
の
振
興
、
市
民
参
加
型
の
ま

　

ち
づ
く
り
、
中
心
市
街
地
活
性

　

化
な
ど
を
推
進
し
、
自
治
振
興
、

　

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

松
浦　

惺
さ
ん　
　

歳
６５

　
　

昭
和　

年
、
富
良
野
町
に
採

３５

　

用
後
、
昭
和　

年
５
月
か
ら
平

６１

　

成　

年
６
月
ま
で
市
部
課
長
職
、

１０

　

平
成　

年
６
月
か
ら
平
成　

年

１０

１４

　

６
月
ま
で
収
入
役
、
さ
ら
に
平

　

成　

年
６
月
か
ら
平
成　

年
６

１４

１８

　

月
ま
で
助
役
を
歴
任
さ
れ
、
長

　

年
に
わ
た
り
市
政
発
展
に
寄
与

　

さ
れ
ま
し
た
。

井
上　

勝
祐
さ
ん　
　

歳
５３

　
　

昭
和　

年
２
月
か
ら
現
在
ま

５８

　

で
の
長
き
に
わ
た
り
統
計
調
査

　

員
を
務
め
、
こ
の
間
、
農
業
基

　

本
調
査　

回
、
農
林
業
セ
ン
サ

１５

　

ス
５
回
、
国
勢
調
査
５
回
、
住

　

宅
統
計
調
査
１
回
の
統
計
調
査

　

に
従
事
さ
れ
、
行
政
の
推
進
に

　

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

幕
田　

忠
義
さ
ん　
　

歳
７０

　
　

昭
和　

年
２
月
か
ら
現
在
ま

５７

　

で
の
長
き
に
わ
た
り
統
計
調
査

　

員
を
務
め
、
こ
の
間
、
農
業
基

文
化
功
労
賞
・
　
　
　
　

　
　
　
文
化
奨
励
賞

　

富
良
野
市
文
化
団
体
協
議
会
か

ら
文
化
芸
術
の
向
上
・
振
興
に
功

績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

【
文
化
功
労
賞
】

山
部
マ
ロ
ニ
エ
短
歌
会

　
　

昭
和　

年
に
北
方
短
歌
富
良

５４

　

野
支
部
山
部
班
と
し
て
設
立
し
、

　

積
極
的
な
他
地
域
の
短
歌
会
と

　

の
交
流
を
は
じ
め
、
日
々
短
歌

　

創
作
の
研
鑽
に
努
め
、
地
域
文

　

化
の
発
展
・
向
上
に
寄
与
し
て

　

き
ま
し
た
。

　
　

平
成
５
年
「
山
部
マ
ロ
ニ
エ

　

短
歌
会
」と
名
称
を
変
更
し
、　

　

合
同
歌
集「
開
芽
期
」「
遠
雪
野
」

　
「
雪
野
夕
映
」な
ど
を
発
刊
し
て

　

お
り
、
短
歌
を
通
じ
て
広
く
地

　

域
文
化
の
振
興
に
努
め
て
い
ま

　

す
。

早
坂　

保
男
さ
ん　
　

歳
７４

　
　

昭
和　

年
、
富
良
野
文
化
連

２７

　

盟
の
前
身
で
あ
る
「
富
良
野
レ

　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
」
の
創

　

成
期
よ
り
理
事
と
し
て
各
文
化

　

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
文

　

化
活
動
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て

　

い
ま
す
。

　
　

以
降
、
富
良
野
文
化
連
盟
、

富
富
良
野
文
化
協
会
の
組
織
発
展

　

に
寄
与
し
、
通
算　

年
間
に
亘

３８

　

り
、
副
会
長
、
事
務
局
長
な
ど

　

の
役
員
を
歴
任
し
、
富
良
野
市

　

の
文
化
振
興
に
尽
力
し
て
い
ま

　

す
。

【
文
化
奨
励
賞
】

ふ
ら
の
少
年
少
女
合
唱
団

　
　

平
成
２
年
ふ
ら
の
少
年
少
女

　

合
唱
団
を
結
成
、
同
年
富
良
野

　

文
化
協
会
に
加
盟
し
、
市
民
総

　

合
文
化
祭
や
中
央
公
民
館
祭
り
、

　

市
の
行
事
や
福
祉
施
設
の
慰
問

　

な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

　

的
に
参
加
し
、
地
域
の
文
化
振

　

興
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢

　

献
し
て
い
ま
す
。

富
良
野
ジ
ュ
ニ
ア　
　
　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
　

平
成
２
年
富
良
野
ジ
ュ
ニ
ア

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
結
成
。
市
民

　

総
合
文
化
祭
や
中
央
公
民
館
祭

　

り
、
図
書
館
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ

サ
ー
ト
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積

　

極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
文
化

　

振
興
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に

　

貢
献
し
て
い
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と

受
賞
お
め
で
と
うう

ご
ざ
ご
ざ
いい
ま
す
ま
す

「
市
功
労
表
彰
」「
文
化
功
労
賞
」
を
称
え
る
表
彰
式
が

　

月
３
日
に
行
わ
れ
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

１１

　

本
調
査　

回
、
農
林
業
セ
ン
サ

１５

　

ス
５
回
、
国
勢
調
査
２
回
の
統

　

計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
行
政
の

　

推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

環
境
功
労
】

豊
嶋
ト
ク
子
さ
ん　
　

歳
７７

　
　

昭
和　

年
８
月
か
ら
北
海
道

４３

　

が
委
嘱
す
る
知
的
障
害
者
相
談

　

員
に
就
任
し
、
市
内
の
知
的
障

　

が
い
者
の
家
庭
に
お
け
る
養
育

　

や
厚
生
援
護
、
生
活
全
般
に
お

　

け
る
相
談
業
務
を
担
わ
れ
、
社

　

会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て

　

い
ま
す
。

【
教
育
・
文
化
・
体
育
・

科
学
技
術
功
労
】

森
�　

洋
一
さ
ん　
　

歳
６９

　
　

昭
和　

年
４
月
か
ら
昭
和　

４０

５６

　

年
３
月
ま
で
柔
道
指
導
員
と
し

　

て
青
少
年
の
健
全
育
成
と
防
犯

　

運
動
に
尽
力
さ
れ
、
さ
ら
に
昭

　

和　

年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
富

５６

　

良
野
市
柔
道
連
盟
会
長
と
し
て

　

市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
普
及
発

　

展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。



7 こうほう No.5４2

　

月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

１１
　
　
　
　

１
１
９
番
の
通
報
は
落
ち
つ
い
て
正
確
に
伝
え
よ
う
。

富
良
野
地
区
消
防
組
合

　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

富良野地区消防組合１１９番受信状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１７年１０月１日→成１８年９月３０日）

合 計
そ の 他
問 合 せ

い た ず ら
間 違 い

救 急 ・ 救 助火 災

739（132）101（24）31（9）589（95）１８（４）富 良 野

74（16）4562（16）３南 富 良 野

56（23）18（4）10（7）28（12）０占 冠

869（171）123（28）46（16）679（123）２１（４）合 計

１００14.205.2978.102.42割合（％）

（　）内は携帯電話による受信件数

　

１
１
９
番
が
誕
生
し
た
の
は
、

昭
和
２
年　

月
１
日
で
昭
和　

年

１０

６２

か
ら
全
国
一
斉
に
毎
年　

月
９
日

１１

を
「
１
１
９
番
の
日
」
と
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
１
１
９
番
の
日
」は
み
な
さ
ん

と
消
防
の
結
び
つ
き
を
象
徴
す
る

ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
バ
ー
に
ち
な
ん
だ

も
の
で
す
。
消
火
活
動
や
救
急
、

救
助
活
動
は
、
１
分
１
秒
を
争
う

時
間
と
の
勝
負
で
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
通
報
内
容
に

よ
っ
て
、
消
防
車
、
救
急
車
、
救

助
工
作
車
な
ど
の
車
両
を
直
ち
に

出
動
さ
せ
ま
す
。
も
し
慌
て
て
、

場
所
な
ど
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
な

け
れ
ば
、
消
防
車
両
な
ど
の
現
場

へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
被
害

が
拡
大
し
、
大
惨
事
と
な
る
こ
と

や
助
か
る
は
ず
の
命
が
助
か
ら
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

富
良
野
地
区
消
防
組
合
で
取
り

扱
っ
た
１
１
９
番
の
受
信
件
数
は
、

１
年
間
で
８
６
９
件
１
日
平
均
約

　

件
で
火
災
通
報　

件
（
２
・　

２．３

２１

４２

％
）、
救
急
、
救
助
通
報
６
７
９
件

（　

・
１
％
）
で
、
緊
急
通
報
の
割

７８合
は
全
体
で　

・　

％
で
し
た
。

８０

５２

間
違
い
・
い
た
ず
ら
は
、　

件（
５
・

４６

　

％
）
も
あ
る
た
め
、
正
し
い
１

２９１
９
番
の
使
用
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
普
及
に
伴

い
、
屋
外
で
の
怪
我
や
、
急
病
、

交
通
事
故
の
発
生
な
ど
、
携
帯
電

話
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
年
々

急
増
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
携
帯

電
話
で
の
受
信
先
は
富
良
野
地
区

消
防
組
合
管
内
に
て
通
報
し
た
場

合
、
富
良
野
消
防
署
で
受
信
さ
れ

ま
す
。

※
一
部
地
域
（
富
良
野
地
区
消
防

組
合
に
隣
接
し
た
市
町
村
）
で
も

電
波
と
ア
ン
テ
ナ
の
関
係
上
、
富

良
野
消
防
署
で
受
信
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
携
帯
電
話
で
の
通
報

時
は
事
故
発
生
場
所
の
市
町
村
名

を
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

１
１
９
番
は
緊
急
通
報
専
用
な

の
で
、
火
災
、
救
急
・
救
助
な
ど

の
災
害
の
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄

り
の
消
防
署
、
支
署
の
一
般
加
入

電
話
を
利
用
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

富
良
野
市
内
の
火
災
、
救
助
に
つ

い
て
は
、
火
災
案
内
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
電
話

機
の
側
に
「
住
所
、
名
前
、
目
標
、

電
話
番
号
」
な
ど
を
記
入
し
た
メ

モ
を
貼
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
火
災
案
内
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

市
内　
　

拶
２
３
‐
２
７
１
９

○
消
防
署
一
般
加
入
電
話

　

富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

　

南
富
良
野
支
署

　
　
　
　
　

拶
５
２
‐
２
１
１
９

　

占
冠
支
署

拶
５
６
‐
２
１
１
９
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虚健康保険証
許別居の子の所得証明書など

仕自己負担
　医療費の１割負担

  重度心身障害者医療費 
仕対象者
　生活保護を受けていない方で、次のいずれかに該
当する方

虚身体障害者手帳の１級から２級、または３級（内
部障がい、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
障がいの方に限る）を交付されている方
許心身障がい者で療育手帳Ａ判定、または医師によ

る診断書で重度と診断された方

仕手続きに必要なもの
虚健康保険証
許身体障害者手帳、または療育
手帳、診断書
※所得制限がありますので、問

合せください。

仕自己負担
住民税非課税世帯
　　　　→自己負担なし
住民税課税世帯
　　　　→医療費の１割負担

 ひとり親家庭等医療費 
仕対象者
　生活保護、または重度心身障害者医療費などの助
成を受けていない方で、次のいずれかに該当する方

仕対象となる母親または父親の場合
　18歳未満の子を扶養・監護または18歳以上20歳未
満（学生の場合は在学証明書が必要）の未就労の子
を扶養していることが条件となります。

虚配偶者がいない方
許配偶者が精神、または身体の障がい（身体障害者

手帳の１級から２級、療育手帳Ａ判定）により、長
期間労働能力を失っている方

仕対象となる子の場合

虚配偶者のいない母または父に扶養、または監護さ

れている子
許両親の死亡、または行方不明などで他の家庭に扶
養されている子

 乳幼児医療費 
仕対象者
　生活保護、重度心身障害者医療費、母子家庭等医
療費の助成などを受けていない
方

仕通院・入院
　小学校就学前の３月３１日まで
※保険適用外の診療は自己負担

仕手続きに必要なもの
　出生、転入などの届出の際に手
続きをしてください。

※所得制限（平成１３年４月以降出生のみ）がありま
すので、問合せください。

仕自己負担
０歳→３歳到達月までの方、３歳以上の方で住民税
非課税世帯→自己負担なし
３歳以上の方で住民税課税世帯→医療費の１割負担
距母または父が精神、または身体の障がい（身体障
害者手帳の１級から２級、療育手帳Ａ判定）により、
長時間労働能力を失っている場合
※以上の要件以外にも対象になる場合、また所得制
限もありますので詳しくは、問合せください。

仕手続きに必要なもの
虚健康保険証
許身体障害者手帳、または療育手帳（該当者のみ）
距所得証明（転入者のみ）

仕自己負担
　住民税非課税世帯→自己負担なし
　住民税課税世帯→医療費の１割負担
　母または父→入院のみ

ご存知ですか？
こんな制度
あります

四問合せ

酸児童扶養手当制度
……児童家庭課 拶３９-２２23

酸特別児童扶養手当・特別障害者手当
　障害児福祉手当制度

……福祉課 拶３９-２２１１

酸乳幼児医療費・老人医療費・ひとり
　親家庭等医療費・重度心身障害者医
　療費

……市民課 拶３９-２３０１
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児童扶養手当制度 
仕対象者
　次の条件のいずれかに該当する方で、１８歳に達し
た最初の３月３１日までの児童を監護している母や、
母に代わってその児童を養育している方（児童が心
身に中程度以上の障がいを有する場合は、２０歳未満
まで手当が受けられます）

虚父母が離婚した後、父と生計を同じくしていない
児童
許父が死亡した児童
距父が重度の障がい（国民年金の障害等級１級程
度）のある児童
鋸父の生死が明らかでない児童
漁父から引き続き１年以上遺棄されている児童
禦父が引き続き１年以上拘禁されている児童
魚母が婚姻によらないで生まれた児童
亨父母とも不明である児童

仕支給額（平成１８年度）
　全部支給　児童１人の場合　月額４１,７２０円　
　　　　（２人目　５,０００円、３人目から3,000円ずつ加
算）

仕支給制限
　本人及び扶養義務者の前年の所得が一定額以上あると
きは、手当の支給が制限されます。

仕次の場合は手当を受けることができません

児童が……
虚日本国内に住所がないとき
許父、または母の死亡により支給される公的年金を
受けることができるとき
距父に支給される公的年金の加算の対象になって
いるとき
鋸労働基準法などの規定による遺族補償を受ける
ことができるとき
漁児童福祉施設、または里親に委託されているとき
禦母の配偶者（内縁関係を含む）に養育されている
とき（父に障がいがある場合を除く）

母、または養育者が……
虚日本国内に住所がないとき
許公的年金を受けることができるとき（国民年金法
に基づく老齢福祉年金を除く）
距平成１０年４月１日以前に支給要件に該当してい
るとき

 特別児童扶養手当制

度 
仕対象者
　身体や精神に重度の障が
いのある児童の父もしくは
母、または父母に代わって児
童を養育している方

仕支給額（平成１８年度）
　１級　月額５０,７５０円
　２級　月額３３,８００円

仕次の場合は手当を受けることができません

児童が……
虚日本国内に住所がないとき
許障がいを支給事由とする公的年金を受けること
ができるとき
距児童福祉施設などに入所しているとき

父、母または養育者が……
　日本国内に住所がないとき

 特別障害者手当制度 
仕対象者
　２０歳以上であって、重度の障がいを２つ以上重複
し、常時介護が必要とされる在宅の最重度身体障害
者（身体障害者療護施設などの福祉施設に入所して
いる場合、また病院・診療所に継続して３カ月を超
える入院をしている場合は支給されません）

仕支給額（平成１８年度）　
　１人につき月額26,４４０円

仕支給制限
　本人・配偶者及び扶養義務者に一定額以上の所得
がある場合は支給されません

 障害児福祉手当制度 
仕対象者
　日常生活で常時介護が必要とされる在宅の重度
障がい児（障がいを事由とする年金などを受けた場
合、または肢体不自由施設などに入所している場合
は支給されません）

仕支給額（平成１８年度）　
　１人につき月額14,３８０円

仕支給制限
　本人・配偶者及び扶養義務者に一定額以上の所得
がある場合は支給されません

 老人医療費 （北海道老人医療給付特別対策事業）
※平成２０年３月廃止
仕対象者
　昭和14年７月３１日以前に生まれ、７０歳未満の方で、
次のいずれかに該当する方（生活保護、または医療
給付受給者証の交付を受けている方を除く）

虚６カ月以上一人暮らしの方で、本人、または別居
の子の所得が制限の範囲内にある方
許老人世帯、または老人と児童（１８歳未満）の世帯
で、本人、同居者及び別居の子の所得が制限の範囲
内にある方

仕手続きに必要なもの



平
成　

年
４
月
１
日
採
用

１９職
員
採
用
試
験

の
方
を
含
む
）
に
あ
っ
て
は
、
採
用
後
３
年

以
内
に
自
己
負
担
に
よ
り
大
型
自
動
車
の
運

転
免
許
の
取
得
を
条
件
と
す
る
。

居
住
条
件

　

採
用
後
、
市
内
に
居
住
が
可
能
な
方

◆
受
験
手
続

　

消
防
本
部
総
務
課
総
務
係
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
期
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　
　

月
１
日
我
〜　

月　

日
峨
ま
で
の
午
前

１１

１１

２１

９
時
→
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）。
郵
送
の
場
合
は
、　

月　

日
峨
ま
で

１１

２１

の
着
信
に
限
り
ま
す
。

◆
試
験
内
容

第
１
次
試
験　

教
養
試
験
、
適
性
試
験
及
び
作

文
試
験

第
２
次
試
験　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て

個
別
面
接
に
よ
る
口
述
試
験
と
、
申
込
書
記
載

事
項
な
ど
に
つ
い
て
の
身
上
調
査　

◆
試
験
日
及
び
場
所

と　

き　
　

月
３
日
蚊
午
前
８
時　

分

１２

４０

　
　
　
　
（
受
付　

午
前
８
時
〜
８
時　

分
）

３０

と
こ
ろ　

富
良
野
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
（
栄
町　

番　

号
）

１８

２０

架
消
防
本
部
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

富
良
野
地
区
消
防
組
合

◆
募
集
人
員
と
受
験
資
格

消
防
職
【
２
名
】（
勤
務
地：
富
良
野
市
）

学
歴
及
び
年
齢

　

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
高

５９

等
学
校
卒
業
以
上
の
方
、
ま
た
は
平
成　

年
１９

３
月
卒
業
見
込
み
方

身
体
条
件

茨
身
長
１
６
０
唖
以
上
、
体
重　

茜
以
上
、

５５

胸
囲
は
身
長
の
概
ね
２
分
の
１
以
上
、
握
力

左
右
と
も　

茜
以
上
で
あ
り
、
四
肢
関
節
に

３５

傷
害
な
ど
の
異
常
が
な
く
諸
機
能
が
正
常
で

あ
る
こ
と
。

芋
視
力
（
矯
正
視
力
も
含
む
）
は
両
眼
で　
０．８

以
上
、
片
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ　

以
上
で

０．５

色
彩
識
別
の
完
全
な
方
。

鰯
聴
力
は
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と
。

允
言
語
は
明
瞭
で
、
十
分
発
声
が
で
き
る
こ

と
。

印
肺
活
量
３，

０
０
０
姶
以
上
で
結
核
性
疾

患
、
伝
染
性
疾
患
、
そ
の
他
疾
患
の
な
い
方
。

資
格
要
件

　

大
型
自
動
車
の
運
転
免
許
を
有
す
る
方
。

た
だ
し
、
普
通
自
動
車
の
運
転
免
許
を
有
す

る
方
（
平
成　

年　

月
ま
で
に
取
得
見
込
み

１９

１２

こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー

「
な
か
よ
し
教
室
」

◆
募
集
人
員
と
応
募
資
格

　

療
育
指
導
員
【
１
名
】

　

市
内
に
居
住
も
し
く
は
居
住
可

能
な
方
で
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
。

茨
保
育
士
、
作
業
療
法
士
、
理
学

療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
心
理
士

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方

芋
早
期
療
育
事
業
に
３
年
以
上
従

事
し
て
い
た
方

鰯
前
各
号
に
準
ず
る
方
で
、
発
達

に
心
配
の
あ
る
子
ど
も
や
遅
れ
の

あ
る
子
ど
も
の
療
育
事
業
に
対
し

て
必
要
な
知
識
・
経
験
が
あ
る
方
、

及
び
関
心
の
あ
る
方

◆
勤
務
時
間　

　

週　

時
間
（
月
→
金
曜
日
・
午

３０

前
９
時
〜
午
後
４
時
）

◆
賃
金　

月
額
１
３
０，
４
０
０
円

◆
労
働
条
件　

　

社
会
保
険
加
入
・
有
給
休
暇
な

ど
あ
り

◆
応
募
手
続　

児
童
家
庭
課
に
あ

る
申
込
票
に
よ
り
、
期
日
ま
で
に

平
成　

年
１
月
１
日
採
用

１９嘱
託
職
員
募
集

提
出
ま
た
は
郵
送
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。　

◆
受
付
期
間

　
　

月　

日
我
ま
で
の
午
前
９
時

１１

２２

〜
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）。
郵
送
の
場
合
は
、　１１

月　

日
我
ま
で
の
着
信
に
限
り
ま

２２
す
。

◆
選
考
方
法

　

書
類
審
査
及
び
面
接
試
験

◆
面
接
日
及
び
場
所

　
　

月
１
日
画　

午
前　

時

１２

１０

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
弥
生
町
１
番
３
号
）

架
児
童
家
庭
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
２
３
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員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
あ
る
行

動
を
訴
え
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
ご
質
問
の
あ
っ
た
職
員
の
懲
戒

処
分
規
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
後
交
通
違
反
等
の
処
分
に
つ
い

て
懲
戒
審
査
委
員
会
に
て
慎
重
審

議
し
、
そ
の
量
定
基
準
を
以
下
の

と
お
り
厳
罰
化
す
る
方
向
で
見
直

し
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
改
正
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
免

許
停
止
処
分
　
日
以
上
の
場
合
は

90

減
給
か
ら
停
職
に
、
免
許
取
消
処

分
１
年
の
場
合
は
停
職
（
１
カ
月
）

か
ら
免
職
ま
た
は
停
職
（
６
カ
月
）

に
、
免
許
取
消
処
分
２
年
の
場
合

は
停
職
（
３
カ
月
）
か
ら
免
職
に

改
正
す
る
な
ど
、
こ
れ
に
よ
り
酒

市民の声
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
　

（
再
質
問
）

　
　

月
の
「
市
民
の
声
」
の
飲
酒

10
運
転
に
た
い
し
て
の
回
答
に
が
っ

か
り
し
た
の
で
再
度
お
尋
ね
し
ま

す
。
最
近
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
は

飲
酒
運
転
し
た
場
合
、
人
身
、
物

損
事
故
に
関
係
な
く
、
ま
た
同
乗

者
に
つ
い
て
も
発
覚
時
点
で
即
免

職
と
の
対
応
を
と
る
都
道
府
県
、

市
町
村
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
点
富
良
野
市
の
条
例
、
規
定
は

甘
す
ぎ
ま
せ
ん
か
？
「
免
職
に
相

当
す
る
場
合
が
あ
る
」「
同
乗
者
に

つ
い
て
も
教
唆
の
度
合
い
に
よ
り

懲
戒
処
分
の
対
象
に
し
て
い
る
」

と
か
「
そ
の
状
況
な
ど
を
勘
案
し

な
が
ら
処
分
を
決
定
」
と
か
、
今

の
時
代
を
全
く
反
映
し
て
な
い
の

で
は
？
是
非
、
わ
か
り
や
す
い
、

厳
し
い
条
例
、
規
定
に
改
定
す
る

様
努
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
た

事
態
を
理
解
で
き
る
人
が
市
職
員

に
採
用
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
こ
の
様
な
問
題
の
回
答
は

市
長
自
ら
述
べ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
市
長
自
ら
語
る
こ
う
し

た
問
題
へ
の
決
意
や
言
葉
の
重
み

は
市
民
、
市
職
員
に
と
っ
て
大
変

な
も
の
と
思
う
か
ら
で
す
。 

（
緑
町 
男
性
）

「
総
務
課
」
で
す

　
当
市
職
員
に
お
い
て
は
、
公
務

市
へ
の
質
問
・
意
見
や
、
広
く
市
民

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
掲

載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど

必
ず
書
面
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
名

前
は
広
報
へ
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、
内

容
確
認
な
ど
の
た
め
こ
ち
ら
か
ら

連
絡
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
必
ず

氏
名
・
連
絡
先
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

こ
と
や
誹
謗
・
中
傷
な
ど
、
内
容
に

よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問合せ・送付先
　〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
　富良野市役所 企画振興課 
電話　３９‐２３０４　FAX　２３‐２１２１
電子メール
　富良野市ホームページのメールフォームを
ご利用ください。
　http://www.city.furano.hokkaido.jp/
　「あなたの声をまちづくりに」→「市民の声」
を選択

酔
い
運
転
し
た
場
合
は
、
事
故
を

起
さ
な
く
て
も
警
察
に
摘
発
さ
れ

た
段
階
で
原
則
免
職
と
な
る
処
分

内
容
と
し
、
ま
た
、
飲
酒
運
転
と

知
り
な
が
ら
車
に
同
乗
し
た
り
、

運
転
す
る
人
に
飲
酒
を
勧
め
た
場

合
も
原
則
と
し
て
同
様
の
処
分
と

し
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
に
よ
り

警
察
に
検
挙
ま
た
は
逮
捕
さ
れ
た

職
員
は
、
戒
告
ま
た
は
減
給
と
す

る
な
ど
を
明
記
し
た
厳
罰
化
の
内

容
で
す
。

　
職
員
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
み

な
さ
ん
も
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」、

「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」、「
乗
る
人

に
は
飲
ま
せ
な
い
」
よ
う
心
が
け
、

飲
酒
運
転
の
撲
滅
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
払
い

■
売
払
い
す
る
財
産

物
件
番
号
１

　

旧
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
中
間
処
理

施
設
管
理
棟

虚
住
所　

富
良
野
市
字
麓
郷
市
街

　
　
　
　

地
の
５

許
土
地

　

地
番　

富
良
野
市
字
麓
郷
２
８

　
　
　
　

４
５
番
２　

　

地
目　

宅
地

　

面
積　

２，

０
１
３．　

㎡
６５

距
建
物　

１
棟

　

構
造　

木
造
２
階
建
て

　

床
面
積　

２
０
０．　

㎡
８８

　

建
築　

昭
和　

年　

月

５３

１０

鋸
最
低
売
払
予
定
価
格

　
　
　

４
７
０
万
３，

３
５
０
円

漁
現
地
説
明
日
時

　
　
　
　

月　

日
牙　

午
前　

時

１１

１６

１０

物
件
番
号
２

　

山
部
９
町
内
旧
教
員
住
宅

虚
住
所　

富
良
野
市
山
部
９
町
内

許
土
地

　

地
番　

富
良
野
市
字
山
部
２
３

　
　
　
　

０
０
番　

の
う
ち

５３

　

地
目　

宅
地　

　

面
積　

４
３
０．　

㎡
６０

距
建
物　

１
棟

　

構
造　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

　

床
面
積　
　
．　

㎡

５９

６２

　

建
築　

昭
和　

年　

月

４９

１１

鋸
最
低
売
払
予
定
価
格

　
　
　

３
８
６
万
２，

２
０
０
円

漁
現
地
説
明
日
時

　
　

月　

日
牙　

午
後
２
時

１１

１６

■
入
札
日
時

　
　

月　

日
画　

午
前　

時

１１

２４

１１

■
入
札
場
所　

市
役
所
第
３
会
議
室

■
入
札
参
加
申
込

　
　

月　

日
我
ま
で
に
財
政
課
へ

１１

２２

申
込
み
く
だ
さ
い
。

随
意
契
約
に
よ
る
売
払
い

■
売
払
い
す
る
財
産

物
件
番
号
１

　

栄
町
４
番
９
空
地

虚
住
所　

富
良
野
市
栄
町
４
番

許
土
地

　

地
番　

富
良
野
市
栄
町
４
番
９

　

地
目　

宅
地

　

面
積　

１
１
５．　

㎡
６６

鋸
売
払
価
格　

　
　
　

３
３
１
万
４，

０
０
０
円

※
物
件
番
号
１
・
栄
町
４
番
９
空
地
は
、

申
込
み
よ
り
、
右
記
条
件
で
い
つ
で
も
払

い
下
げ
し
ま
す
。
な
お
、
貸
付
希
望
が
あ

る
場
合
に
は
貸
付
も
可
能
で
す
。

市の土地・建物を
売払いします
未利用財産利活用方針で売払処分
に決定した、次の市有財産を売払
いします。

鰹問 財政課　拶３９‐２３０６
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まちのできごと ZOOM UP
FURANO

ズズーームムアアッッププふふららのの
放映２５周年記念
　　　　「北の国から」感謝祭

楽しい１日を過ごしました！
　

９
月　

日
画
、
お
年
寄
り
が

２２

簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交

流
を
深
め
る
た
め
の
「
第
１
回

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」

が
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
山
部
地
区
の
４
つ

の
老
人
ク
ラ
ブ
（
北
星
老
人
ク

ラ
ブ
・
こ
ぶ
し
会
・
南
陽
更
正

会
・
太
陽
老
人
ク
ラ
ブ
）
か
ら

約
１
０
０
名
が
参
加
し
、
玉
入

れ
な
ど
７
種
目
に
わ
た
り
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
池
田
幸
市
さ

ん
は
「
家
に
い
な
い
で
少
し
で

も
外
に
出
て
き
て
ほ
し
い
。
楽

し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
よ

う
今
後
も
継
続
し
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

第
１
回
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

西町と富良野市が合同で
　

９
月　

日
我
、
西
町
連
合
会

２７

（
西
尾
吉
美
会
長
）の
協
力
の
も

と
、
大
雨
に
よ
る
床
下
浸
水
災

害
及
び
空
知
川
の
氾
濫
警
戒
を

想
定
し
た
「
防
災
（
避
難
）
訓

練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域

住
民　

名
、
関
係
者　

名
、
計

４８

５４

１
０
２
名
が
訓
練
に
参
加
し
、

西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
避
難
し
ま
し
た
。
今
年

は
避
難
訓
練
の
ほ
か
に
救
急
訓

練
も
行
わ
れ
、
実
際
に
負
傷
者

を
担
架
で
救
助
し
た
り
、
車
イ

ス
で
避
難
所
ま
で
連
れ
て
行
っ

た
り
と
、
救
護
班
の
役
割
も
確

認
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
講
習
会
も
行
わ
れ
、

消
防
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
講
習
を
受
け
、

熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

平
成　

年
度

１８

富
良
野
市
防
災
訓
練

　
「
北
の
国
か
ら
」放
映　

周
年
を
記
念
し
た
感

25

謝
祭
が　

9
月　

日
臥
、「
石
の
家
」
周
辺
で
開

30

か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
能
登
芳
昭
市
長
か
ら
倉
本
聰
さ
ん

に
「
北
の
国
か
ら
」
続
編
を
嘆
願
す
る
署
名
書

が
手
渡
さ
れ
、
歌
手
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
か
ら
も

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

目
玉
イ
ベ
ン
ト
で
は
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
２
千
人
の
フ
ァ
ン
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

放
映　

周
年
記
念
で
黒
板
一
家
が
富
良
野
で

２５

最
初
に
暮
ら
し
た
「
最
初
の
家
」
も
復
元
さ
れ
、

フ
ァ
ン
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
黒
板
五
郎
そ
っ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、

全
国
各
地
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
、
顔
に
テ
ー

プ
を
貼
り
、
マ
ジ
ッ
ク
で
顔
に
シ
ワ
な
ど
を
描

き
会
場
を
爆
笑
さ
せ
た
札
幌
市
の
坂
本
義
憲
さ

ん
が
審
査
の
結
果
、
本
物
そ
っ
く
り
さ
ん
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
「
ロ
ケ
セ
ッ
ト
宿
泊
体
験
」
も

行
わ
れ
、　

月
9
日
俄
の
最
終
日
に
は
、
宿
泊

１０

客
は
「
北
の
国
か
ら
」
を
裏
方
で
支
え
て
き
た

瑞
穂
町
の
佐
藤
忠
幸
さ
ん
の
ロ
ケ
秘
話
を
聞
き

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。　

横
浜
か
ら

訪
れ
た
伊
藤

建
介
さ
ん
は

「
娘
と
一
緒
に

宿
泊
体
験
で

き
て
感
激
で

す
。ず
っ
と
楽

し
み
に
し
て

い
ま
し
た
」と

喜
ん
で
い
ま

し
た
。　

続編の嘆願書提出
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交通安全に気をつけましょう！

秋
の
交
通
安
全
運
動

街
頭
啓
発

子どもと家族など２２５名が参加しました。
　

富
良
野
沿
線
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
運
営
し
た
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
、　

月　

日
我
、

１０

１８

新
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

富
良
野
沿
線
の
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
達
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
２
５
名
が
参
加
し
、

ボ
ー
リ
ン
グ
や
輪
投
げ
の
ほ
か
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
の
空
中
散
歩

で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
呼
び
か
け
に
よ
る
富
良

野
沿
線
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
狙

い
。

　

麓
郷
か
ら
参
加
し
た
堀
良
介

さ
ん
は
「
初
め
て
乗
っ
た
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
は
怖
か
っ
た
け
ど
山

も
き
れ
い
で
楽
し
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
ら
の
沿
線
ふ
れ
あ
い

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
一
環

と
し
て
、
９
月　

日
画
に
山
部

２９

小
学
校
の
４
年
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

山
部
交
通
安
全
協
会
な
ど
約　
４０

名
が
、
山
部
車
両
計
測
所
（
国

道　

号
沿
）
に
並
び
、
街
頭
啓

３８
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
」
の
呼
び
か
け
と
と

も
に
、
今
年
も
学
校
農
園
で
収

穫
さ
れ
た
玉
ね
ぎ
や
ジ
ャ
ガ
イ

モ
な
ど
の
野
菜
と
交
通
安
全
の

願
い
が
込
め
ら
れ
た
手
紙
１
０

０
セ
ッ
ト
を
用
意
し
、
道
行
く

ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
り
ま
し
た
。

悲
惨
な
事
故
が
続
く
な
か
、
一

人
ひ
と
り
に
交
通
マ
ナ
ー
を
訴

え
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

先輩たちの活動を受けついだ結果です　　　

　

富
良
野
市
青
少
年
サ
ー
ク
ル

「
ね
〜
び
る
」（
会
員　

名
）
が
、

２４

青
少
年
顕
彰
を
受
賞
し
、　

月
１０

５
日
牙
に
文
化
会
館
で
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
北
海
道
青
少
年

育
成
協
会
が
主
催
し
、
様
々
な

活
動
を
通
し
て
、
地
域
社
会
に

貢
献
し
て
い
る
青
少
年
団
体
に

与
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
全
道

で
８
団
体
の
推
薦
が
あ
り
、
２

団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。「
ね
〜

び
る
」
は
ご
み
拾
い
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
い
活
動
が
認

め
ら
れ
初
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
サ
ー
ク
ル
の
藤
倉
英
樹
会

長
は
「
今
ま
で
の
先
輩
た
ち
の

活
動
を
受
け
継
い
だ
結
果
で
す
。

感
謝
し
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

「ね～びる」が青少年顕彰を受賞

みんなに「人権」について知ってもらいたい
　

９
月　

日
牙
、
富
良
野
地
区

２８

人
権
擁
護
委
員
会
が
、
麻
町
保

育
所
で
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら

「
人
権
」に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、「
友

達
に
乱
暴
な
こ
と
を
し
た
り
、

嫌
が
る
こ
と
は
し
て
は
だ
め
だ

よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込

め
た
、
人
形
劇
を
初
め
て
行
い

ま
し
た
。
人
形
劇
を
真
剣
に
見

た
あ
と
は
、「
ま
も
る
君
」
が
登

場
し
、
子
ど
も
達
は
駆
け
寄
っ

て
さ
わ
っ
た
り
、
握
手
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
下
委
員
長
は
「
今
後
も
市

内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中

学
校
な
ど
で
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ZOOM UP
FURANO

麻
町
保
育
所
で

「
じ
ん
け
ん
教
室
」

▲まもる君
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く
ら
し

冬
の
踏
切
事
故
防
止

◆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　
　
　
　
　

月　

日
画
〜　

日
蚊

１１

１７

２６

○
踏
切
に
近
づ
い
た
ら
路
面
状
況

に
応
じ
、
確
実
に
一
旦
停
止
で
き

る
ス
ピ
ー
ド
に
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

○
踏
切
事
故
は
、
冬
期
間
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

○
冬
期
間
の
踏
切
事
故
は
、
夏
期

間
の　

倍
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

２．５

○
特
に
、　

月
〜
２
月
の
積
雪
・

１２

今
月
の
手
続
き       
霜
月

１１月

Novem
ber

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

昭
和　

年　

月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方
は
、
誕
生

１６

11

６５

日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
の
受
給
者
は
、誕
生
月
に
送
ら
れ
て
く
る

は
が
き
が
、基
礎
年
金
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
の
で
、

改
め
て
手
続
き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

栢
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
謄
本
な
ど

栢
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

寒
冷
期
間
に
年
間
発
生
件
数
の
約

半
数
の
踏
切
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

○
も
し
、
踏
切
の
中
で
立
ち
往
生

し
た
ら
、
ま
ず
列
車
を
止
め
て
く

だ
さ
い
。

・
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
と
き
は
、

警
報
機
が
鳴
っ
て
い
な
く
て
も
す

ぐ
に
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

・
非
常
ボ
タ
ン
が
な
い
と
き
は
、

自
動
車
に
備
え
付
け
の
発
煙
筒
や

赤
旗
な
ど
で
列
車
に
合
図
し
て
く

だ
さ
い
。

○
踏
切
内
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
ら
、

遮
断
ポ
ー
ル
を
自
動
車
な
ど
で
押

し
出
し
て
脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。

架
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

拶
３
９
‐
２
３
０
８

税
を
考
え
る
週
間
　
　

「
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
」

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年　

月　

日

１１

１１

〜　

日
ま
で
の
期
間
を
「
税
を
考

１７
え
る
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、「
少
子
・
高
齢
社
会
と

税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
少
子
・

高
齢
社
会
に
お
け
る
税
の
意
義
や

役
割
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

う
た
め
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
税
務
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の

取
組
み
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に「
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（
e
‐
T
a
x
）

の
利
用
促
進
及
び
周
知
」
に
重
点

的
に
取
組
み
ま
す
。

架
富
良
野
税
務
署
総
務
課

拶
２
２
‐
２
１
４
４

　
石
綿
業
務
に
従
事
し
た
退
職
者

へ
の
特
別
健
康
診
断
事
業

　

事
業
場
の
廃
業
な
ど
何
ら
か
の

理
由
に
よ
り
石
綿
健
康
診
断
を
受

診
で
き
な
い
離
職
労
働
者
（
退
職

者
）
に
対
し
て
無
料
で
健
康
診
断

を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
の
項
目

を
満
た
し
て
る
方
）

①
従
事
し
て
い
た
作
業
が
特
定
で

き
る
こ
と
。

②
初
回
ば
く
露
か
ら　

年
以
上
経

１０

過
し
て
い
る
こ
と
。

③
以
前
石
綿
作
業
に
従
事
し
て
い

た
事
業
場
が
廃
業
や
倒
産
、
ま
た

退
職
者
に
対
す
る
健
康
診
断
を
拒

否
さ
れ
た
な
ど
の
理
由
で
石
綿
健

康
診
断
を
受
診
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
。

④
石
綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を

所
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

※
申
請
さ
れ
た
方
全
員
が
受
診
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
受
付
期
間

　
　
　

月
１
日
我
〜　

月　

日
画

１１

１１

１７

　

申
請
に
際
し
、
事
前
に
申
請
書

を
入
手
の
う
え
申
請
者
本
人
が
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

架
慶
友
会 
吉
田
病
院 
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー

拶
０
１
６
６
‐
２
５
‐
９
５
５
３

戦傷病者の妻の方々に特別給付金が支給されます
◎「第１８回特別給付金」または「第２０回特別給付金」を受給されていた戦傷病者の妻の場合
次のいずれかの制度の対象となります。
○「戦傷病者等の妻に対する特別給付金」の継続支給
・戦傷病者の方が、平成１８年１０月1日に、増加恩給、傷病年金、特例傷病恩給、障
害年金等を受けている場合に、その妻に支給します。
　牛額面１００万円から６０万円(軽症者は2分の1の額）、１０年の国債去
○「戦傷病者等の妻に対する特別給付金」の特例支給
・戦傷病者の方が、平成8年１０月1日（または平成5年4月1日）以降平成１５年3月３１日
までの間に、一般の怪我や病気で死亡（平病死）された場合に、その妻に支給しま
す。
　牛額面５万円、５年の国債去
○「戦傷病者等の妻に対する特別給付金」の支給
・戦傷病者の方が、平成8年１０月1日（または平成5年4月1日）以降平成１５年3月３１日
までの間に、公務傷病や勤務関連傷病で死亡された場合に、その妻に支給します。
　牛額面２００万円から６０万円、１０年の国債去

◎新たに戦傷病者の妻となられた場合
・平成１３年4月2日→平成１５年4月1日の間に、夫が戦傷病者として、増加恩給、傷病年金、
特例傷病恩給、障害年金等の受給権を取得した場合に、その妻に支給されます。
・上記期間内に、戦傷病者としてこれらの年金を受けている方と婚姻した妻に支給され
ます。
　牛額面３０万円（軽症者は１５万円）、１０年の国債去

◆受付期間　平成１８年１０月2日→平成２１年9月３０日
◆受付窓口　福祉課（拶３９－２２１１）
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女

性

の

人

権
　
　
　
　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

　
　

月　

日
俄
〜　

日
蚊
を
強
化

１１

１３

１９

週
間
と
し
て
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
の

人
権
問
題
に
関
す
る
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
受
付
日
時　
　

月　

日
俄
〜　

１１

１３

１７

日
画　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７

３０

時　

分　
　

月　

日
臥
・　

日
蚊

３０

１１

１８

１９

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

◆
相
談
員　

　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

◆
相
談
専
用
電
話　

拶
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

架
旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

拶
０
１
６
６
‐
５
３
‐
３
９
４
３

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
　
　

検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
満
を

お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査

会
が
あ
り
ま
す
。
費
用
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た　

人
の
審
査
員

１１

に
よ
り
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴

し
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
し
あ
し
を

審
査
し
ま
す
。

架
旭
川
検
察
審
査
会
事
務
局

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
２
９
０

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」

　
　
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
適
切
に
利

用
し
な
い
と
高
齢
者
の
心
身
機
能

な
ど
が
低
下
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
事
前

に
入
手
し
、
利
用
者
が
事
業
所
を

適
正
に
選
ぶ
た
め
の
し
く
み
と
し

て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

◆
公
表
方
法

虚
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

許
事
業
所
内
で
の
掲
示

◆
公
表
内
容

・「
基
本
情
報
」　

　

職
員
体
制
、
利
用
料
金
な
ど
の

基
本
的
な
事
実
情
報

・「
調
査
情
報
」　

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
内
容
の
記
録
管
理
の
有
無
な
ど
、

都
道
府
県
や
調
査
機
関
が
事
実
確

認
の
調
査
を
行
っ
た
情
報

架
介
護
保
険
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
５
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kaigojoho-hokka

ido.jp/

催
し

第
　
回
高
齢
者
囲
碁
大
会

５４
◆
と　

き　
　

月　

日
画

１１

２４

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
受
付

３０

◆
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
資
格

　
　
　
　

概
ね　

歳
以
上
の
市
民

６０

◆
参
加
料　

４
０
０
円
（
当
日
受
付
）

◆
昼　

食

　
　
　

主
催
者
側
で
用
意
し
ま
す
。

◆
競
技
方
法　

４
局
打
ち
切
り

◆
申　

込　
　

月　

日
峨
ま
で
に

１１

２１

氏
名
、
段
、
級
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
２
０
０
１

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
体
操
教
室

◆
と　

き　
　

月　

日
蚊

１１

１２

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
講　

師　

信
田
美
帆
先
生

（
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
操
競

技
日
本
代
表
）

◆
対　

象　

小
学
３
年
生
〜
６
年
生

◆
参
加
料　

無
料

◆
申　

込　
　

月
８
日
我
ま
で

１１

架
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
３
２
９
２

問合せ ふらの西病問合せ　ふらの西病院院　緯２３－６６００

「脳の健康」
市民公開講座及び健康相談会
◆と　き　１１月２３日牙午後１時→３時３０分
◆ところ　文化会館大会議室
◆参加料　無料（申込みの必要はありません）
◆プログラム
講演　①脳卒中、最近のお話
　　　　旭川医科大学脳神経外科　國本雅之氏
　　　②切らずに治す血管内手術
　　　　旭川医科大学脳神経外科　櫻井寿朗氏
　　　③脳腫瘍のお話
　　　　旭川医科大学脳神経外科　程塚　明氏
　　　④頭痛のお話
　　　　旭川医科大学脳神経外科　橋詰清隆氏
　　　⑤今、話題の正常圧水頭症について　　
　　　　北晨会恵み野病院脳神経外科　貝嶋光信氏

裁判員制度 をご存知ですか！
裁判員制度とは、国民が裁判員として刑事裁判に参
加し、被告人が有罪の場合どのような刑にするかを
裁判官と一緒に決める制度です。国民の関心が高い
重大な罪の裁判に本制度が適用されます。
選挙人名簿をもとに、くじなどで選ばれ、事件関係
者などを除けば、２０歳以上の国民は誰でもなること
ができます。
国民の司法参加を実現するこの制度は、平成２１年５
月までにスタートします。旭川地方検察庁では、こ
の制度を広く市民のみなさんに知っていただくため、
説明員（職員）を派遣し、
説明会を開催しています。
職場の研修、学校の授業、
自治会の会合や公民館の
集まりなど、説明の機会が
ありましたら、職員を直ち
に派遣しますので、下記ま
でご連絡ください。

架旭川地方検察庁広報担当
　拶０１６６‐５１‐６２３３



16こうほう 200６.１1

募
集

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

団
員
募
集

◆
対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
３

年
生
か
ら
５
年
生
の
男
子
（
２
年

生
以
下
は
相
談
く
だ
さ
い
）

◆
期　

間　

平
成　

年　

月
か
ら

１８

１２

平
成　

年　

月
の
１
年

１９

１１

◆
募
集
人
員　
　

名
程
度

１０

◆
活
動
日
・
場
所
（
予
定
）

　
　
　
　
　
　

毎
週
月
・
木
曜
日

　

月
曜
日　

扇
山
小
学
校
体
育
館

　

午
後
７
時　

分
か
ら
８
時　

分

１０

５０

　

木
曜
日　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

午
後
６
時　

分
か
ら
８
時　

分

３０

５０

◆
会　

費
（
予
定
）

　
　
　
　

年
額
１
４，

４
０
０
円

◆
説
明
会　

　

と　

き　
　

月　

日
蚊
午
後
７
時

１１

２６

　

と
こ
ろ　

文
化
会
館
研
修
室

架
岡
田
さ
ん

拶
０
９
０
‐
８
９
０
７
‐
５
６
６
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.geocities.jp/fura

nom
inibasu/

平
成
　
年
度
甲
種
防
火
管
理

１８

新
規
講
習
及
び
再
講
習
実
施

◆
と　

き
・
と
こ
ろ　

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

　
　

月　

日
俄　

１１

２７

　

午
前
９
時
〜
正
午

富
良
野
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習　

　
　

月　

日
峨
・　

日
我　

１１

２８

２９

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

　

市
役
所
大
会
議
室

◆
受
付
期
間　
　

月　

日
峨
ま
で

１１

１４

◆
受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　
（
４，

０
０
０
円
程
度
）

申
込
・
問
合　

富
良
野
地
区
消
防

組
合
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

　
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

◆
と　

き　
　

月　

日
峨
〜　

月

１１

２８

１２

７
日
牙（
土
日
を
除
く
８
日
間
）　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

◆
講
習
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
・

エ
ク
セ
ル
の
基
本
的
技
能
の
習
得

（
初
級
）

◆
対
象
者　
　

歳
以
上　

歳
前
後

６０

６５

の
方
（
再
就
職
希
望
の
方
）

◆
募
集
人
員　
　

名
２０

◆
受
講
料　

無
料

◆
申　

込　
　

月　

日
俄
ま
で

１１

１３

申
込
・
問
合　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
５
０
１
０

市
営
住
宅
入
居
募
集

◆
受
付
期
間　

　
　
　
　
　

月　

日
俄
〜　

日
画

１１

１３

２４

◆
募
集
戸
数　

４
戸

◆
入
居
資
格

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

◆
募
集
す
る
住
宅

▽
高
齢
者
等
世
帯
向
け
住
宅

・
緑
町
団
地
（
緑
町
３
番
）

　
（
平
成
８
年
２
L
D
K
）　

１
戸

▽
一
般
世
帯
向
け
住
宅

・
緑
町
団
地
（
緑
町
３
番
）

　
（
平
成
７
年
・
３
L
D
K
）
１
戸

・
北
の
峰
南
団
地

　
（
北
の
峰
町
６
番
）

　
（
昭
和　

年
３
L
D
K
）
１
戸

５６

▽
単
身
者
向
け
住
宅

・
北
麻
町
団
地
（
北
麻
町
４
番
）

　
（
昭
和　

年
２
D
K
※
浴
室
無
）

４６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
戸

◆
家　

賃　

　

入
居
す
る
方
の
収
入
に
よ
り
決

ま
り
ま
す
。

◆
申　

込　

都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類

（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

架
都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

※
建
築
住
宅
係
は
１
階
に
移
動
し

て
い
ま
す
。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ククククククククククククククククククククク
ススススススススススススススススススススス
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
バババババババババババババババババババババ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

市
民
ミ
ッ
ク
ス
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　（
第

回
地
域
対
抗
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

２３

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ススススススススススススススススススススス
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

小
学
生
ス
ー
パ
ー
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

◆と　き　１２月３日蚊　午前９時
◆ところ　スポーツセンター
◆参加資格　
　　　　市民及び市内で勤務している方
◆チーム編成
①「一般の部」　一般成人の男女各２名　
　（年齢制限なし・学生は除く）
②「４０歳以上の部」　
　　　　　　　４０歳以上の男女各２名
◆参加料　１チーム　２，０００円
◆申　込　
　１１月２２日我までにスポーツセンター、
山部支所、東山支所に申込みください。
◆監督会議及び組合せ抽選会
　１１月２８日峨　午後６時３０分
　スポーツセンター

◆と　き　１２月９日臥　午前９時
◆ところ　スポーツセンター
◆参加資格　小学４年生→６年生
◆チーム編成　①小学４年生の部
　　　　　　　②小学５年生の部
　　　　　　　③小学６年生の部
◆参加料　１チーム　１，５００円
◆申　込　
　１２月１日画までにスポーツセンター、山
部支所、東山支所に申込みください。
◆監督会議及び組合せ抽選会
　１２月５日峨　午後６時３０分
　スポーツセンター

○申込・問合先　スポーツセンター　
　　　　　　　　拶２３－３２９２　鯖２２－１８７３
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年
金

付
加
年
金
を
納
付
し
ま
せ
ん
か
？

　

老
後
に
よ
り
高
い
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い
る
方

の
た
め
に
、
毎
月
の
保
険
料
の
ほ

か
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月

か
ら
死
亡
し
た
月
ま
で
支
給
さ
れ
、

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
、

ま
た
は
繰
下
げ
支
給
を
受
け
る
と
、

付
加
年
金
額
も
そ
の
減
額
率
お
よ

び
増
額
率
に
応
じ
て
減
額
・
増
額

さ
れ
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、

第
２
号
被
保
険
者
と
は
違
い
、
基

本
的
に
は
老
齢
基
礎
年
金
の
上
乗

せ
の
給
付
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

将
来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て
、

こ
の
付
加
年
金
の
制
度
な
ど
を
利

用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
付
加
保
険
料　

１
カ
月
４
０
０
円

◆
対
象
の
方　

第
１
号
被
保
険
者

ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険
者
の
方

※
た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
て
い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
の

加
入
員
の
方
は
付
加
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
例
え
ば
…

　
　

年
間
付
加
年
金
を
納
付
し
た

４０
方
で　

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を

６５

受
給
さ
れ
る
方
は
、
左
記
の
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

７
９
２，
１
０
０
円
＋
２
０
０
円
×

４
８
０
カ
月
＝
８
８
８，
１
０
０
円

付
加
年
金
額
の
計
算

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

　

詳
し
く
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.sia.go.jp/

）
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ
な
く

架
市
民
課
国
保
年
金
係

拶
３
９
‐
２
３
０
１

開館時間は　　火→金曜日　午前１０時→午後６時
　　　　　　　土・日曜日　午前９時→午後５時　

●児童書（新着）
長谷川　義史パンやのろくちゃん
ふくだ　すぐるにこにこでんしゃ
高山　栄子カボちゃんのうんどうかい

●一般書（新着）
森村　誠一青春の雲海
浅田　次郎中原の虹（第一巻）
椎名　誠銀天公社の偽月
角田　光代彼女のこんだて帖

催　し

　押し花展（紅花の会）
　５日蚊→１２日蚊午後４時まで

２階展示ホール

　絵本・映画・紙しばいの集い
　１１日臥午前１０時３０分から

２階多目的ホール

　ボランティアどんぐり おはなし会
　毎週水曜日午後３時から

１階絵本コーナー

休館日
定例休館日　毎週月曜日
祝日休館日　３日画・２３日牙
整理休館日　２４日画
※大型紙芝居、エプロン・シアター個人貸出しています。
　誕生会、子ども会、町内会の催しなどにご利用ください。

（１１月）

鰹問 図書館
拶２２‐３００５

固
定
資
産
税
３
期

国
保
税
５
期

介
護
保
険
料
５
期

　

月　

日
が
納
期
で
す
。

１１

３０

お忘れなく

全
道
中
学
生
の
税
を

　
　
　
　

テ
ー
マ
と
し
た

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
スススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　

道
税
に
は
、　

種
類
の
税
が
あ
り
、

１４

道
民
の
み
な
さ
ん
が
よ
り
豊
か
で

明
る
い
生
活
が
で
き
る
住
み
よ
い

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

　

平
成　

年
１
月　

日
我
ま
で

１９

２４

◆
用　

紙　

原
則
と
し
て
画
用

紙
八
つ
切
り
（
約　

唖
×　

唖
）

２７

３８

◆
使
用
画
材　

水
彩
絵
の
具
ま

た
は
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー

◆
送
付
先　

各
中
学
校
を
通
じ

て
、
上
川
支
庁
課
税
課
ま
で

架
上
川
支
庁
課
税
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
２
６

職職場場ののトトララブブルル、、解解決決へへののおお手手伝伝いい
職場のトラブル（解雇、配置転換、労働条件の不利益変
更、セクハラ、いじめ）などで困っていませんか。総合
労働相談コーナーでは、これらのトラブルを無料、迅速
に解決するシステムとして個別労働紛争の解決援助
サービスを提供しています。お気軽に問合せください。

架旭川総合労働相談コーナー
場所：旭川市大町3条4丁目(旭川労働基準監督署内)
時間：午前９時→午後５時１５分
電話：０１６６－５１－６１０１

中小企業大学校旭川校の研修案内

◆コース　「経営幹部を養成するマネジメント講座」
◆内　容　経営幹部として必要不可欠な知　　　
　　　　　識・スキル・能力の演習を交え、　　　
　　　　　グループディスカッション、ケー　　
　　　　　ススタディ、少人数による参加型　　
　　　　　の研修です。
◆研修期間（３日間×４回）
　　　平成１８年１１月１４日峨→平成１９年３月１５日牙
◆会　場　中小企業大学校旭川校
　　　　　（旭川市緑が丘東３条２丁目２番１号）

◆対象者　明日の経営を担う経営者、後継者、
　　　　　管理者
◆受講料　１１９,０００円
◆定　員　１８名

　　　　　　架中小企業大学校旭川校
　　　　　　　拶０１６６－６５－１２００
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寄付  ありがとうございます
富良野市へ

西崎光男（北麻町）
　　　金　３万円　

軽米節子（末広町）
金　１００万円（教育委員会へ）

寿光園へ

セイコーマート瑞穂店　　
　　　　　バナナ　１００本　

　　　　　順不同・敬称略
占冠村
ウインターシーズン到来！

トマムスキー場

１２月１日オープン！

　スキーヤーからスノーボーダーまで思
う存分楽しめるトマムスキー場が、１２月１
日（予定）オープンします！トマム山には、
上級者限定コースから初心者ゲレンデ
コースまで多彩なコースがあります。パウ
ダーを超えたシルキースノーのコースを
この冬楽しんでみませんか？　　　　　

架占冠村観光協会　  拶３９－８０１０

中富良野町
なかふらの産クリーン米
「みのりの大地から」を食べてみませんか

　できるかぎり農薬を使わない安全・安心な
平成１８年産高品質一等米（玄米でＪＡ低温倉
庫貯蔵）を直前に精米してお届けします。生
産者のまごころがこもったクリーン米をぜひ
ご賞味ください。

架地域水田農業推進協議会

拶４４－２４０２　

上富良野町

落語口演会 ～福々亭小倉～

　笑いは雰囲気を柔らかくし、気持ちも和
らげ、心豊かにします。また、笑うことで
ストレスも解消され、身体にも良い影響を
与えると医学的にも証明されています。
　人は笑うことが大好き。ぜひ、落語口演
会をお楽しみください。

◆と　き　１１月２５日臥　午後６時３０分
◆ところ　武道館
◆入場料　無　料

架教育委員会　拶４５－５５１１　　　　　　

南富良野町
カーリングに

挑戦しませんか？

　空知川スポーツリンクスのカーリング
場がオープンしました。今年２月に行われ
たトリノオリンピックで一躍脚光を浴び
たカーリング。「氷上のチェス」または
「氷上のビリヤード」とも呼ばれ、知的で
奥の深いスポーツです。
　やってみなくては分からないおもしろ
さ！あなたも挑戦してみませんか？

架教育委員会　　　　 拶５２－２１４５

電　　　話　　　番　　　号　　　案　　　内

拶２２-２００１
ふれあい
センター

市役所３階市役所１階

拶３９-２３２２　議会事務局拶３９-２３００　総務課

拶２２-２０９１
こども通園
センター

拶３９-２３２５
　監査委員
　事務局

拶３９-２３０５　地域情報係

拶３９-２３０６　財政課

拶２２-２５３３中央保育所拶３９-２３０７　統計拶３９-２３０１　市民課　

拶２２-４８６７麻町保育所拶３９-２３０２　税務課

拶４２-２３８８山部保育所保健センター
拶３９-２３０８

　環境
　リサイクル課 拶２７-２９１９東山保育所拶３９-２２００　保健課

拶２９-２００３麓郷保育所拶３９-２２５５　介護保険課拶３９-２３２１　会計室

拶２９-２５４３布礼別保育所拶３９-２２１１　福祉課拶３９-２３１６　都市建築課

拶４２-２７２９寿光園拶３９-２２２３　児童家庭課
拶３９-２３２４

　選挙管理
　委員会　

拶２３-３２９２
スポーツ
センター

拶３９-２２２３　子育て支援
　センター市役所２階

拶４２-２４０７
生涯学習
センター

拶３９-２３０４　企画振興課

図書館拶３９-２３０３　秘書係

拶２３-３５４５文化会館拶２２-３００５　図書館拶３９-２３０９　農林課

拶２２-５５１０看護専門学校拶３９-２３２０　教育委員会拶３９-２３２３　農業委員会

拶２３-５１１９消防本部
拶２３-２３１５

　中心街整備
　推進室

拶３９-２３１２　商工観光課

拶２２-４３７６
富良野地区
環境衛生組合

拶３９-２３１７　上下水道課

拶４２-２１２１山部支所拶３９-２３１３　都市施設課
　幹線道路整備
　推進課
　技術審査課

拶２３-１３１１
富良野地区
学校給食組合

拶２７-２１２１東山支所拶３９-２３１３

拶２２-３２４２ワイン工場拶３９-２３１３

お詫びと訂正
■広報お知らせ版９・１０月号
（№１１４・１１５）の「暮らしのカ
レンダー」の休日夜間当番医
の一覧の中で、「加藤整形外科
クリニック拶２２‐３９７５」が掲
載されていませんでした。訂
正しお詫び申し上げます。
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ダイヤル交換市ダイヤル交換市
◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
捌男性大人用スキーウエア（Ｍ）捌自
動車用タイヤ捌学習机捌ミニファン
ヒーター捌冷凍冷蔵庫捌オーディオ
セット捌デジタルビデオカメラ捌空気
清浄機捌電気コタツ一式捌カシオ電子
レジスター捌テレビ捌冷蔵ショーケー
ス捌事務用肘付イス捌乾燥機捌洗面台
捌スタンド式掃除機捌クラシックギ
ター

 譲ってください 
捌長靴１８→２２㎝（夏用）捌歩行器捌車
イス捌着物と帯（夏物）捌ベビー用品
一式捌自転車１６インチ

架消費生活センター 　拶３９‐１１６６
　月→金曜日 午前１０時→午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

対
策
は
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
厚

生
労
働
省
で
は
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
『
1
に
運
動
、
2
に
食

事
、
し
っ
か
り
禁
煙
、
最
後
に
ク

ス
リ
』
を
生
活
習
慣
病
予
防
の
合

言
葉
と
し
て
い
ま
す
。
運
動
は
内

臓
脂
肪
を
減
ら
す
効
果
的
な
方
法

で
あ
り
、
そ
の
効
果
的
な
推
進
の

た
め
に
『
運
動
指
針
2
0
0
6
』

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
運
動
指
針
2
0
0
6
』の
大
き

な
特
長
は
、
い
わ
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
『
運
動
』
だ
け
で
な
く
、

身
体
活
動
量
を
健
康
づ
く
り
の
目

安
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
身
体

活
動
と
は
日
常
生
活
に
お
い
て
か

ら
だ
を
動
か
す
労
働
、
家
事
、
通

勤
・
通
学
、
趣
味
な
ど
の
『
生
活

活
動
』
と
、
体
力
の
維
持
向
上
を

目
的
と
し
て
行
う
『
運
動
』
を
含

み
ま
す
。
身
体
活
動
の
目
安
と
し

て
、
強
さ
を
『
メ
ッ
ツ
（
安
静
時

の
何
倍
に
相
当
す
る
か
で
表
す
、

座
っ
て
安
静
に
し
て
い
る
状
態
が

1
メ
ッ
ツ
、
普
通
歩
行
が
3
メ
ッ

ツ
と
な
る
）』、
量
を
『
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
（
メ
ッ
ツ
に
実
施
時
間
を
か

け
た
も
の
、
メ
ッ
ツ
×
時
間
）』
と

い
う
単
位
で
示
し
て
い
ま
す
。

　

活
発
な
身
体
活
動
は
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
増
や
し
、
身
体
機
能
を

活
性
化
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
糖

や
脂
質
の
代
謝
が
促
進
さ
れ
、
内

臓
脂
肪
の
減
少
や
、
血
糖
値
、
脂

質
異
常
、
血
圧
な
ど
の
改
善
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
運
動
を
す
る

こ
と
で
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
加

し
、
体
力
や
免
疫
機
能
が
高
ま
り
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
運
動
指
針
2
0
0
6
』
で
は
、

3
メ
ッ
ツ
以
上
の
身
体
活
動
を
週

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
そ
の
う
ち
4

23エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
活
発
な
運
動
を

行
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
体
力
や
健
康
状
態
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
選
び
、
楽
し
く
積
極
的
に
か
ら

だ
を
動
か
す
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

お元気ですか　保健師です

●健康づくりのための運動指針２００６

～生活習慣予防のために～

友達と約束し出かけたとき、約束まで時間があったので
ショッピングでもと思っていたら、「かわいいね」「その服

はどこで買ったの？おしゃれのポイントは何？今何歳？」「東京
の美容研究所から来ていて今キャンペーン中なのでカウンセリ
ングしてあげるから、近くの喫茶店に行って話しでもしない？」
などと若い女性から声をかけられ、ついて行く事にしました。
時計を見ると３時間余りの間、お肌の話、その他いろいろ気に
なる話をされ、友達との約束の時間も過ぎていたため、焦って
美顔器、化粧品一式を契約してしまったので解約したいのです
が。

商品が届くのはクーリング・オフ（契約日を含め８日間）
が過ぎた９日目に設定してあり、また路上で誘った時に

物を売っている事を言わなかったなど、大変悪質でした。難し
い交渉でしたが、全面解約することができました。言葉巧みな
キャッチセールスには気をつけましょう。

Ｑ

A

消費者相談 Ｑ＆Ａ ｢かわいいね！｣キャッチセールス
　　　　　　　　（２０代女性）

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置（消費生活セン
　ター・山部支所・東山支所）されています。
　不用になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

生活活動運　　動強　度

歩行　２０分筋力トレーニング　２０分
バレーボール　２０分３メッツ

自転車　１５分
子どもと遊ぶ　１５分

速歩　１５分
ゴルフ　１５分４メッツ

階段昇降　１０分軽いジョギング　１０分
エアロビクス　１０分６メッツ

重い荷物を運ぶ
　　　　７→８分

ランニング７→８分
水泳　７→８分８メッツ

■１エクササイズに相当する活発な身体活動（例）
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編集後記◆◆◆
■寒さが身にしみる季節と
なりました。毎年１０月上旬に
なると風邪を引いて職場を
休んでいましたが、今年は風
邪を引く気配もありません。
心当たりは、お腹周りの厚み
が増したぐらいしかないの
ですが…（と）

■市内の保育所・幼稚園・小
中学校でお遊戯会・学芸会
ラッシュですね。我が子も先
生に習った踊りを家では見
せてくれますが、本番も頑
張ってくれることを祈りた
いと思います。「わんぱくざ
かり」の写真を募集中！みな
さんお寄せください。（み）

お子さんの
写真を募集
しています！

「公園とねんど遊び
が大好きです！」

　大西　 杏佳 さん
きょうか

(２歳６カ月）

　　　 　　若葉町

　「いつも仲良し兄弟です」

　左から　川口　 璃央 さん（３歳）
りお

　　　　　　　　 梨星 さん（２歳）
りせ

　　　　　　　　 瑠佳 さん（４歳）
るか

　　　　　　　　　　　　　　朝日町

夕
暮
や
背
よ
り
落
ち
葉
の
走
る
音

東
所　

栄
子

小
さ
き
手
伸
ば
し
て
折
り
し
な
な
か
ま
ど津

山　

洋
子

に
わ
た
ず
み
繋
ぎ
と
ん
ぼ
の
影
お
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
保
田　

貞
子

残
さ
れ
し
鴉
が
一
羽
夕
月
夜

東
野　

ミ
ネ

句
作
練
り
又
ひ
と
ひ
ね
り
秋
櫻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
相
澤
か
を
り

秋
刀
魚
焼
く
昭
和
の
コ
ン
ロ
出
番
待
つ

長
畑　

靜
香

ぐ
っ
た
り
と
身
を
横
た
え
て
佛
前
に

は
ら
か
ら
集
ふ
盆
は
過
ぎ
ゆ
く　
　
　

大
石　
　

貞

身
籠
り
し
嫁
ご
の
好
む
紫
蘇
ジ
ュ
ー
ス

気
合
を
こ
め
て
多
く
作
ら
む　
　
　
　

鎌
田　

敬
子

孫
の
蹴
る
空
缶
高
く
舞
ひ
あ
が
り

吸
は
る
る
ご
と
し
公
園
の
秋　
　
　
   
坂
東　

節
子

澄
む
空
の
彼
方
に
不
穏
の
雲
湧
く
と

風
の
コ
ー
ル
に
さ
ざ
め
く
秋
桜　
　
　

近
藤
富
貴
子

車
窓
か
ら
眺
む
る
大
地
は
黄
金
色

な
び
く
穂
波
に
安
堵
の
吐
息　
　
　
　

山
内　

千
代


